
【取り組む際に生じた課題】
• 遅雪により収穫量の減少。
• 生産農家の高齢化による管理圃場の減少と出荷数量の減。
• 輸出国の検疫制度への対応。

【対応の結果】
• 出荷農家の生産意欲の維持と品質管理の徹底。
• 国内向け販売価格の下落抑制。
• 生産農家の生産意欲の向上。
• 輸出国の経済・生活習慣等の知識習得と今後の輸出拡大対象国の設定。

 会津みしらず柿をタイ・マレーシアへ輸出し、現地で販売。
 会津美里、会津坂下の両町とJA会津よつばでつくる「会津みしらず柿販路拡大促進

協議会」は、原発事故後に中断していた海外輸出を６年ぶりに再開。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成28年度 158 3.7 11月

柿

【主な品目】

タイ・マレーシア

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 未管理圃場・未収穫圃場を解消するための支援体制の確立。
• 生産農家の品質維持及び産地継承のため地域団体商標登録の取得。
• 産品の価値確保のためＧＩ認証の取得。

【生じた課題への対応】
• 出荷農家の協力によりＪＡ出荷量の増により数量確保。
• 出荷農家への説明と協力要請。
• 輸出国の検疫制度の知識習得と指導支援の要請。

【連絡先】 担当者名：会津みしらず柿販路拡大促進協議会 佐藤 銀四郎 ＴＥＬ：0242-83-5711 

（平成28年度より輸出開始）

福島県 会津みしらず柿販路拡大促進協議会
『会津みしらず柿をタイ・マレーシアへ』

青果物

【効果があった取組】
・現地邦人会の協力を得て、
ＳＮＳを活用した会員向け
の情報拡散をお願いした。

マレーシア

「ビレッジグロッサー」で
の販売状況

タイ「エムクォーティエ」で
の販売状況


